
条
例
の
概
要
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
等
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
、
令
和
6
年
12
月
2
日
か
ら

被
保
険
者
証
が
廃
止
さ
れ
る
た

め
、
被
保
険
者
証
の
返
還
に
応

じ
な
い
者
に
対
す
る
過
料
の
規

定
を
削
除
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
そ
の
説
明
の
中
で
今
後
の

国
保
証
の
運
用
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
交
付
中
の
国
保
保
険
証

は
、
令
和
6
年
8
月
1
日
か
ら

来
年
の
7
月
31
日
ま
で
有
効
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
法
律

の
経
過
措
置
で
1
年
間
は
そ
の

保
険
証
が
有
効
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
ま
ま
国
保
保
険

証
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
12
月
2
日
以
降
に
、

転
職
・
転
居
等
で
加
入
す
る
保

険
が
変
わ
っ
た
方
は
、
今
の
保

険
証
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

現
在
、
国
保
保
険
証
を
お
持

ち
で
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な

い
方
は
、
来
年
7
月
に
1
年
間

有
効
な
「
資
格
確
認
書
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
何
年
と

の
答
弁
は
な
か
っ
た
の
で
す
が

当
面
は
自
動
更
新
と
し
て
い
ま

す
。
資
格
確
認
書
は
現
在
の
保

険
証
と
ほ
ぼ
同
等
に
利
用
で
き

る
と
の
説
明
で
す
。

本
年
12
月
2
日
以
降
に
米
原

市
の
国
保
に
加
入
さ
れ
た
方
で

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
無

い
方
は
「
資
格
確
認
書
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を

登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
も
「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
が
12
月

2
日
以
降
交
付
さ
れ
る
と
し
て

い
ま
す
。

本
当
に
、

ま
す
ま
す
複

雑
な
制
度
と

な
っ
て
い
ま

す
。
被
保
険

者
に
と
っ
て
も
医
療
機
関
に
と
っ

て
も
混
乱
が
心
配
で
す
。

右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
、
全
国

保
険
医
連
合
会
が
作
っ
た
マ
イ

ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
の

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
で
す
。

今
ま
で
、
国
保
税
に
5
期
以

上
滞
納
の
あ
る
方
に
は
6
か
月

有
効
の
短
期
保
険
証
、
特
別
な

理
由
が
無
く
て
1
年
以
上
滞
納

の
あ
る
方
は
窓
口
で
10
割
負
担

と
な
り
、
申
請
で
7
割
又
は
8

割
が
返
還
さ
れ
る
と
い
う
資
格

証
明
書
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
そ
の
表
示
は
廃
止
さ

れ
ま
す
が
、
滞
納
者
に
対
し
て

は
負
担
割
合
を
10
割
と
す
る
マ

イ
ナ
保
険
証
又
は
資
格
確
認
書

が
交
付
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
説
明
は
、
国
民
健
康

保
険
に
つ
い
て
の
説
明
で
し
た
。

後
期
高
齢
者
保
険
（
原
則
75

歳
以
上
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
後
日
掲
載
し
ま
す
。
そ
の

他
の
社
会
保
険
の
場
合
は
、
職

場
で
確
認
く
だ
さ
い
。

第
3
問
は
「
学
校
事
業
と
し

て
の
万
博
参
加
に
対
す
る
市
の

対
応
を
問
う
」
で
す
。

Ｑ
、
想
定
さ
れ
る
参
加
の
形
態

は
ど
の
よ
う
な
形
態
な
の
か

Ａ
、
市
内
の
小
中
学
校
で
事
業

活
用
の
予
定
が
あ
る
の
は
、
小

学
校
Ｉ
校
で
し
た
。
６
年
生
の

１
泊
２
日
の
修
学
旅
行
で
、
こ

の
招
待
事
業
を
活
用
す
る
予
定

で
あ
り
、
交
通
手
段
は
借
り
上

げ
バ
ス
を
利
用
す
る
予
定
で
す
。

日
程
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
希

望
通
り
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
職
員
の
下
見
は
可
能
な
の

かＡ
、
予
約
し
た
学
校
は
、
開
幕

の
４
月
13
日
以
降
に
会
場
内
の

視
察
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
該

当
の
小
学
校
が
万
博
へ
行
く
場

合
に
は
、
開
幕
後
に
必
ず
会
場

内
を
下
見
し
、
安
心
安
全
な
修

学
旅
行
と
な
る
よ
う
準
備
を
行

い
ま
す
。

Ｑ
、
台
風
や
地
震
、
落
雷
、
熱

中
症
、
ヒ
ア
リ
な
ど
の
対
策
は

万
全
な
の
か

Ａ
、
学
校
行
事
と
し
て
校
外
活

動
を
行
う
際
は
、
行
先
が
ど
こ

か
に
関
わ
ら
ず
、
学
校
は
最
悪

の
事
態
を
想
定
し
、
安
全
対
策

に
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

万
博
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
、
日
本
博

覧
会
協
会
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
参

加
す
る
学
校
は
そ
の
情
報
を
も

と
に
、
会
場
の
下
見
の
ポ
イ
ン

ト
を
絞
っ
た
り
、
児
童
へ
の
事

前
指
導
に
活
用
し
た
り
し
ま
す
。
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9
月
定
例
会
に
「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
本
年
12
月
2
日
の
今
ま
で
の
保
険
証
か
ら
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
国
の
強
引
な
移
行
に
伴
い
改
正

さ
れ
る
も
の
で
す
。
9
月
10
日
の
民
生
教
育
常
任
委
員
会
で
当
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
市
議
団
は
あ
く
ま
で
も
マ
イ
ナ
保
険
証
は
任
意
で
あ
り
、
紙
の
保
険
証
を
残
す
べ
き
と
し
て
、

今
回
の
改
正
に
反
対
し
ま
し
た
。
9
月
24
日
の
本
会
議
で
も
反
対
の
立
場
で
討
論
し
ま
す
。

国
保
条
例
改
正
の
概
要

来
年
７
月
末
ま
で
有
効

マ
イ
ナ
保
険
証
の
な
い
方
は
資
格
確
認
書

マ
イ
ナ
保
険
証
・
資
格
確
認
書
・
お
知
ら
せ

短
期
証
・
資
格
証
明
書
廃
止

社
会
保
険
・
後
期
高
齢
者
は

藤
田
議
員
の
一
般
質
問
（
続
）

小
学
校
の
修
学
旅
行
で
利
用


